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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成28年5月12日(2016.5.12)

【公表番号】特表2015-510820(P2015-510820A)
【公表日】平成27年4月13日(2015.4.13)
【年通号数】公開・登録公報2015-024
【出願番号】特願2015-501759(P2015-501759)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ  17/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   17/00     ３２０　

【手続補正書】
【提出日】平成28年3月11日(2016.3.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　経皮的大動脈弁置換または修復術中に塞栓をフィルタする装置であって、
　近位端および遠位端とその間の内腔を有するシースであって、該遠位端は、末梢動脈お
よび上行大動脈を介して大動脈弓に導入されるよう構成され、該近位端は、身体の外側に
配設されるよう構成され、該内腔はその中を通じて経皮的大動脈弁置換または修復術を可
能にする大きさである、前記シース、及び
　フレームと、該フレームに取り付けた塞栓ろ過メッシュとを有するフィルタであって、
該フレームは入口と出口を有し、該入口は、大動脈弁と大動脈との間の領域の大動脈弓に
実質的に及ぶよう構成され、該出口は、その間から塞栓が通過できるような隙間を残さず
、かつ該シースの遠位端において該内腔を妨害することなく、該シースの遠位端に連結さ
れる、前記フレーム
を含む、前記装置。
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